中華文化多語談文化典藏系列講座
---故宮の所蔵品を例に—
【はじめに】

博物館が創設される際には、必ずそれに至る歴史的背景や社会的環境があるものだ。こうした創設時の様々な要因が、どのようなものを所蔵するかを決定づけ、そしてその所蔵品は博物館の特色をつくる重要な鍵となる。

国立故宮博物院の所蔵品の多くは清の時代に宮廷に蒐集されていたもので、中華民国建国後に集められたり購入したり民間や公的または私的機関から寄付されたものもある。これら所蔵品は、中華八千年の文化の結晶を具体的に現しており、華夏文明の世にも珍しい宝物であるばかりでなく、全人類の文明的資産でもある。

【故宮博物院の略歴】

1911年に辛亥革命が起こり、翌年の1912年には清の皇帝宣統帝が退位、中華民国が建国された。南京にあった中華民国臨時政府と北京の清朝政府は宣統帝の退位條件である「清室優待条件
」を取り決めた。そこに定められた宣統帝退位後の待遇に関する取り決めは全8項あり、うち第3項、6項、7項は以下のようであった。
三、大清皇帝は退任後は、暫く宮禁に居り後頤和園に移る。侍衛人等は条規の如く留用す。
六、宮中前に用ふる所の人員常に照して留用す唯だ以後更に宦官を加ふるを得ず。
七、大清皇帝辞位の後其の現有資産は中華民国より特別保護す。

退位後、遜帝溥儀とその家族は紫禁城の内廷に退き、事実上軟禁状態に置かれた。外朝には瀋陽故宮、熱河行宮にあった文物が収蔵された。1914年には古物陳列所が開設され、文物を見学できるようになったが、入場料が安くはなかったため、一般の人々にはやはり手の届かない高嶺の花であった。
宣統帝溥儀は「紫禁城に一時的に住む」ことを許されてはいたが、長くは住めないということも察していたため、歴代の収集品である書画や貴重な文物を密かに宮殿から運び出していた。また、宦官らによる盗みも横行していた。溥儀が宮殿内を片づけ、倉庫を点検していた時、無数の宝物が所蔵されていた建福宮から突然火の手が上がり一晩中燃え続けた。建福宮にあった亭、台、館、閣はすべて灰燼に帰し、無数の宝物や秘籍が灰となってしまった。
北洋政府は紫禁城の文物の流失が止まらないことを知り、馮玉祥将軍により1924年“北京政変”が起こされた。そして溥儀を紫禁城から追い出すとともに“清室善後委員会”を立ち上げ故宮を接収し、文物の点検を行った。1925年10月10日、故宮博物院が創設された。

当初の調査報告によると、清朝の宮廷が残した文物は、総数117万点余りで、遠古の玉器、三代鼎彝、唐・宋・元・明の各時代の書法や名画、宋・元・明・清の陶磁器、琺瑯、漆器、金銀の器、竹刻・木雕・象牙・犀角やヒョウタンの雕刻、金・銅製の宗教造像、大量の帝・后・妃・嬪の装飾、衣服や家具などの多岐にわたっていた。金翠珠玉、珍宝、天下の富が一堂に会したとも言えるだろう。また、この他にも大量の図書や典籍、文献や档案も所蔵されていた。

このように様々な文物が大量にあったため、故宮博物院には、古物館、図書館、文献館が置かれ文物の整理が行われたほか、博物院内には、展示室が設けられ様々な陳列がなされた。また、刊行物の出版も行われ、資料を公開し宣伝を行った。さまざまな印象的な展示が一堂に会し非常に人気を博した。ここに宮廷の秘宝が公開され一般の人々の参観に供されることとなった。実に国政の大変革、新たな時代の到来であった。
1931年9月18日，日本により中国東北が占領され、その勢いは華北にも達そうとしており、形勢は急を告げた。故宮の文物の戦火による壊滅や日本軍による略奪を防ぐため、文物は南遷されることとなった。1933年2月から5月までの間に、主な文物は13,427箱及び64包にまとめられ、5回に分けてまず上海へ送られ、その後南京へと移された。こうして南京には文物庫房（所蔵倉庫）が作られ、故宮博物院南京分院が設立された。

1937年7月7日、“盧溝橋事變”が勃発、日中全面戦争が展開されることとなった。南京にあった文物は、３つのルートで再び雲南、四川へと移され、四川省の巴県・峨嵋・楽山の3ヶ所に保管され、中国の日中戦争勝利後，南京に再び戻された。

1945年から1949年、国共内戦が勃発。1948年9月、国民党の軍隊は連戦連敗を続け、大局が概ね定まってしまったことから、中華民国政府は南京にあった文物を台湾へ運ぶことを決定した。1948年の年末から1949年の初めにかけて、民国政府は南京の庫房から2,972箱の精品文物を選出し台湾へ運んだ。終にこれらの宝物は、台北市士林の外双渓に建てられた故宮博物院において公開展示がなされることとなった。
1949年以後も、一万箱余りの大量の文物が続々と故宮博物院へが運ばれたが、それでもなお2,221箱が南京の庫房に残り、南京博物院に保管が委託された。

    1948年12月から1949年1月の間に3回に分けて台湾の基隆港に運ばれた国宝は、まず台中の糖廠にあった2ヶ所の倉庫に保管された。1950年4月、台中の霧峰鄉に北溝庫房が落成し、台湾へ移されていた糖廠に一時保管されていた文物が運び込まれ、現在の場所に移るまでの15年の間、保管されることとなった。1957年には、庫房の改修が行われ小さなの陳列室が新たに設けられ、一部の文物が公開展示された。
1965年、台北市の士林外双渓に新たに博物館が建設され、孫文の生誕100年を記念して“中山博物院”と命名された。こうして、1965年11月12日、台北故宮博物院は正式に開館した。
故宮博物院は、伝統的な建築様式を仿した現代博物館で、緑美しい台北市の外双渓に位置する。中国伝統的な宮殿建築で、青緑色の琉璃瓦を頂き、高貴な黄土色の外壁に，白い石の欄杆が青石の土台をぐるりと囲み、佇まいはすがすがしい。館内は、温度が一定に保たれ、防火・防潮・防震及び24時間のセキュリティーも完備され、現代のテクノロジーで文物が守られている。
故宮博物院の文物は60万点余りで、そのうち器物、書画は5万点余り、善本書籍は約16万冊、清宮の档案文献が38万冊、そして、台湾で新たに収集した文物を合わせると現有の所蔵品は65万件に上る。数では北京故宮博物院に及ばないが、台北の故宮には世界に2つとない価値のあるものが多く所蔵されている。
【故宮の文物の整理を行った主な人物--宋の徽宗帝、清の高宗帝】

一、宋の徽宗帝-芸術家皇帝
姓は趙、名は佶(1082-1135) 。北宋の第八代皇帝。19歳で即位し在位期間は25年。「水滸伝」には、国を治めるに能無く、佞臣を任用し、生活は派手、民力を大量に耗費、朝政は腐敗し、民の怨は沸騰すと、徽宗の時代の政治や社会の暗さが記されている。1127年、徽宗は子欽宗と32人の、息子、22人の息子、后妃等3千人余りとともに捕らえられ、流刑に処され、8年後に五国城（黒竜江省依蘭県）にて没した。享年54歳であった 。
宋の徽宗帝趙佶は、決してよい皇帝ではなかったが、画家としては類まれなる才能をもち、特に花鳥の画に秀でていた。世界で最初に画院を創建し、試験制度を設け、画学を起こし、画人を育て、新たな画風を開いた。当時、画院で行われた試験の基準は、“筆意が充分備わっている”か否にあった。“筆”とは、すなわち写実の技巧であり “意”は、詩的情景の画意、芸術的境地、趣ということを意味する。

また、徽宗帝は広く歴代の文物の蒐集を行ったほか、部下に命じ、著名な《宣和書譜》、《宣和畫譜》、《宣和博古錄》等の美術史に関する大作の編集を行い、美術史研究に大きな貢献を残した。 

二、清の高宗-乾隆帝の文化大事業
清の高宗乾隆帝が在位であった60年余り、清朝は全盛を極めたが、少しずつ衰退の兆候も見せ始めており、歴史家によって様々な評価がなされている。文化事業においては、力を惜しむこと無く古今稀な壮大な事業を行い、武功面でも「十全武功」と言われる外征を成し遂げ、自ら「十全老人」と称した。
乾隆帝は、学術文化の整理及び発揚を非常に重んじ、多くの見識豊かな読書人らを集め、数えきれないほどの知識人を動員し、「五千年に及ぶ」伝統文化の整理を少しずつ行うとともに、「東西十万里」に及ぶ世界文明を取り入れた。ついには「独特の趣がある」文化芸術を創出し、文化が壮大に光輝く一つの時代を切り開いた。
なかでも、乾隆38年（1773）より始めた四庫全書の編纂は最も賞賛されるものである。当時の著名な学者から于敏中、戴震、紀昀、王念孫…等が選ばれ、6,000人余りの人々が動員され、20年という時をかけて、中国歴代の重要な典籍が整理記録され、四部四十四類に分類された。この四庫全書は膨大なもので、多種多様な内容を網羅しており、中国伝統学術文化の集大成とも言える。18世紀における世界で最も偉大な文化事業であった。
乾隆帝の時代には、古文物の蒐集整理に対する研究、考訂も力を惜しまず行われた。次々と様々な器物、書画、善本古籍等が整理され、目録が編纂され、《秘殿珠林》、《石渠宝笈》、《西清古鑑》、《西清硯譜》、《天祿琳琅書目》等の書籍が編まれた。乾隆帝自身も古文物に対する鑑賞、製作に関し、多くの新しい考えを持っていた。乾隆帝の趣味が国政の一環となったことから、数多くの文物コレクションに関するしっかりとした基礎を構築するために、古文物の研究、考訂にも新たな局面が展開されることとなった。乾隆帝のそばには詞臣が仕え、君主が様々な文化事業を推進するのを助け、政務の合間に君臣はともに吟詠を唱和し、創作を鑑賞したため、多くの政務を行う乾隆帝もまた、充分に文人生活の風雅を享受することができた。
�� HYPERLINK "http://wkp.fresheye.com/wikipedia/%E6%B8%85%E5%AE%A4%E5%84%AA%E5%BE%85%E6%9D%A1%E4%BB%B6" �http://wkp.fresheye.com/wikipedia/%E6%B8%85%E5%AE%A4%E5%84%AA%E5%BE%85%E6%9D%A1%E4%BB%B6�より引用。適宜、句読点を加えたが、現代語にしたほうがよかった？
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